
わんぱく食堂 さつき

～夏休みわんぱくクッキング〜

日 時：8⽉1⽇（⼟）
　   ①10 ：00〜12 ：00
　   ②13 ：00〜14 ：00
場　所：サン・シープラザ3階 調理実習室
内　容：①料理教室・食事会

　   ②夏休み学習サポート

対　象：小学校3年生以上　※保護者同伴で幼児も可
参加費：子ども100円　⼤人300円
持ち物：エプロン・マスク・三角巾 
申　込：090-6439-8080 （代表者 ：山際）

　6⽉6⽇(⼟)、サン・シープラザ3階調理実習室で子ども食堂「わんぱく食堂さつき」が開催さ
れました。この⽇のメニューは、夏に向けて元気を蓄えようとお⾁をたっぷり使った「ミート

スパゲッティ」、栄養バランスの取れた「温野菜サラダ」、デザートの「クリームパン」で豪華

な内容になりました。子どもから⼤人まで、皆さんの会話が弾む楽しい食事の時間となりまし

た。

　わんぱく食堂さつきは、浮城ライオンズクラブさつき支部のメンバーを中心に活動に取り組

んでいます。この⽇は初めての方も含む多くのボランティアの皆さんの協⼒がありました。ま

た、子どもたちも積極的にお⼿伝いに参加し、準備から終了まで、子どもたちの笑い声が絶え

ない場となりました。
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子ども食堂

　わんぱく食堂さつきでは、特色のひとつと

して、⻄野にある「わんぱく農園」で野菜を

栽培しています。収穫体験で子どもたちが収

穫した野菜を食材として活⽤し、食育を⾏う

など、学びの場としての「子ども食堂」の側

⾯もあります。

食育も推進されています
先着

30名

やまぎわ



藤野　一枝 さん

世話人

大和地域センター
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　萩原２区のサロン「やすらぎ会」は、百歳体

操と茶話会を中心に、無理なく穏やかに続ける

ことを大切にしています。

　「サロンあるけぇ、きんさいよ」とご近所同

士で声をかけ合っており、参加者の方も「気に

かけてくれるのが本当に嬉しい。いつも楽しみ

にしています。」と話します。
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